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○ 見せか,け の愛情は

悟しみよりまだ悪

いことがある

ブリテー

一　
行

雪`
薦
等

○ 人の悪を言 うはゝお

のれを善にする所
以にあらず

人の邪を言うは、
のれを正にする所
以にあらず

孔  子
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1)

贈

輝かしい新春にあたり、貴市の御発展を心からお祈り申し上
げます。

さて今回、当浜松市ボーイスカウトー行が、裏日本の冬の生
活を体験し、産業経済を見学し、見間を広めるため、貴市に再
度お世話になる事になりました。何かと御高配を賜わりますこ

i奎言言曇量言ll言言i警言i:言::[「
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平山市長 メッセージ

意によるものでありまして、本年も大いに友愛の高まるよ.う 期

71,:::rtt」 1ぁ社会的静1線ら二甚導tilな基義睦、
友愛が深まる事う、祈念いたしまして御挨拶といたします。

昭和39年 1月 β目   :
1 1        浜松市長  平・山1博 三  :
高岡市長 堀健治殿    |

いい

・
|■1警|1奪14年 を 迎 え て

'11■
 ||    1 浜松地区委員長 内  日 本  部

ゑ摩多::彗菫奪‐1:ぎ:‐3営阜FII≦糠∫理:LEここ22青奎裏是臭緯
当地区のスカウト運動も結成以来 しなければならぬ年であり、三うの

ことしで第十一年を迎え、逐年活発 ちかいを実践するためにも果敢でな

に進展し、昨年だけでも、BS7ヶ  ければならぬ年で もあると思いま

隊t SS2ヶ 隊、CSlケ隊、GS す。
2ヶ 団が誕生、念 発々展の二路をま  リーダーの皆さん、今年もどうらヽ
い進しつつあることは、御同慶の至 スカウトの訓育に、即ち人造り運動
り恥あります志          に是非まし1進して下さいますようお|
｀
スカウトの諸着|こ としは日本の ねがいいたします。

暦 (こ よみ)では辰年、即ち竜年で  待望の財口法人ボーイスカウト県
あります3竜は想像の動物ではある 連維持団も、今年中には必度実現い 1

が、空にかけり、雲雨を起す勇壮し たしましよう。そして皆さんの尊い

かも神秘な動物とされています。し 奉仕活動に具体的にご協力出来る日

たがつて竜年は勇壮果敢な年となつ:`も

=い
と思ぃます。御期待下さい:

紹   介

氏は明治 25年 12月 123日 生れで医師。

浜松市社会教育委員彙、県文化財保護委員

会副会長並に浜松市会長、図書館運営委員彙
読書協力会会長等要職にあり、BS関係に於
ては県連盟常任理事、県連盟健康安全委員長

県財団理事、浜松地区協議会長、地区委員長

として非常に青少年の社会教育には熱心で温

厚篤実、英国的紳±。三組町在住。・

内:田 大郎 氏

新
)静

岡県蓮盟相談役

浜松地区名与役員

浜 松 市 長

静岡県連盟常任理事  ■
静岡県連盟健康安全委員長
浜松地区協議会長
浜松地区委員長 ヽ . I:|
浜松第四団名誉会彙  1'

山 ユハ・
田平 良貫 :
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: 4、 集寧の講練ょ,:ぜf個々の少年を取

1  扱う心掛けが必要である。どんなに悪
|‐―ヽ4い

少年でも5%はょぃところを持つて
|  いるといわれている。      l

5、 協同の精神が、最も大きい効果を挙
: _げるという事を実施する事によつて知

る事。    :
6、 指導者の感化力は1良きにつけ、悪
しきにつけ、予想以上に大きいもので

あることを知らなければならない。
71隊長は、スカウテイシ̀グ の鍵を握つ

ている。            .
BSのプログラムがうまく行くかどう|

かは隊長によつてきまる。
8、 隊長のスカウテイングに対する理解

｀
ぃと言熱,本きさと努カヤ|ょ つてスカウ
'テイングを成功させるこヽとができる。
9ゝ 隊彙,重大な仕事t=、 班長を訓練、́
:指導する事であつて、隊長が自ら班鼻
個々を直接指導する事ではない事をよ
く知らなければならない。何故なら
ば、隊員自身が隊や班を運営するので

あつて、隊長はよき監督者であり,よ
き協力者である。

即、隊彙I卜自分の地位、職業の如‐何にか

|かわら嗅 1日 常生活のスカウト生活化

:する事こそ、まき指導者と言われるの

11  轟:‐ 税義はi真の藉基
1者の人となり1 :人格識患 r手腕によ

‐
1‐ |‐ ●1● 1+■ |

癬 り芽生え

・ 営生活に於て

_自然の恩恵に浴し自然知識を

体得する事は、真理を体得、体験する

:■歩手前‐に居るものであ
.る

な
自:然 ど共同生活することによ.り 、偽善的
な行為tiri行動を自ら慎しむようにな

導 |

る。i    :    |  ‐

自然の中で生活すると、自然の偉大さ、

神秘さ夕肇して来る6こ ―の気持ちを段
に々

=:し
く伸ばして行くとゝ 宗教的信

驚藁乱L:黛輩島磨鍵しそ待

耳黎贅更重電雷弯竃F嚢象な干襲唇鰹鍵
12F賓襲響:軍だ標戦性二島姦翼I覧
ぷミt奮イアIT警警TT
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あや
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の
=

こ
:F曇星摯冨鼻奔

きな使命
:｀

ある。
:

,lII鼻 gふ皐篇隻え筆L露、
そ窪I雪:薫Z:≡ F竜絶錫:11声賃‐

.轟翼F鐙重【憑奮F釜遭美錐奮ゝ念管ヽぜ
経F響斑彙雪鷲Я電覇ぶ:璽鼻賃重舞1‐
奄臭を二二重馨零

ある奉仕
=る

心が生れ

1目 繁騎F彗驚饉屈鸞 :

曇ふξ巣百F廃壕毛1、ζ典員[班菅篤
指磐碁蔵輩督F奪象なスヵゥト達に善ぃ
妻13:源賢負:な臭じた喜雲電暮翁五|

なければならない。

(其の二)・
 ´

(浜松地区編)

指導者としての最大なる奉仕によつて、

少年達の人格の変化を来たす事が出来

■る。   ´ ′ _

.:それは人生への再しい方申、の導びき
により、少年が益k正 しくなつて行く
のである」
これ程大きな価値1まない。
この価値は予想以上に大きくそして深
いものである。

佐野常羽先生は「清規三律」として

実践期行:精究教理、道心堅固、と
:・ 言 う言葉を残され、我々スカウタT
I の信条としている。

:後藤新平初代総長は    「
金を残して死ぬ者は下の下、

よい仕事を残して死ぬ者は中、

よい人を残して死ぬ者が上

と言われた。

心すべき事である。

【写真説明】    ヽ    ‐

第72期 BS指導者養成講習会
(38.12.7～ 10)於 天竜市光明寺   _

近頃稀に見る収穫の多かつた、3泊 4

日の講習会であつた。前列左から4人 目  |、″
0内田県冨1コ ミ、井野県副■ミ(主任講
師)牧野地区副コミ、三輸地区事務量、

天竜BS市川副長

(91

（ザ

1棄 1駐申法本「 ボニイスヵゥト静岡県連盟維持財団」

設立について

次代を担う立派な青少年を数多く社会に送り出すことは、祖

国発展の礎であり国際友愛の精神の涵養は世界の平1和に繋るも

のであります。       11‐  t    ■

。ボーイスカウトの教育は、 この両面を 目的に していますの

で、本運動が県下全般に普及するモとを希,1も ||の|●あります。

それに子供達を良くしたいと云:う 熱意と愛郷t愛国の精神に

燃えて奉仕する指導者を養成する
.こ

とや、社会人の理解を深め

るための啓蒙活動ヽ又正しい教育法を実施さす為の指導者の研

修会を催すなど、種々ヽの施策を積極的に実施する必要がありま

す。

現在浜松地区として内田六郎地区委員長を中心に、財団設立

について積極的に啓蒙を致しており、現在お申込み、、お問合せ

が着々届いております8ど うかこの運動を県下全般に普及させ

る為に、御理解、御賛同をいただきたいと存じます。

なな 詳細につきましては、事務局などに御問合せ下さ

い 。                       

´

ヽ
・ｐb
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近代オリン1ビツンの理想:と その概要 lo

間に 6回の発堀を行ない、出土品はオリ

ンピアに建てた博物館に納あた。その後

もヽ ドイツの1学者たちによつて:未発堀

の部分の発堀が試みられ、 1'61年 に

は、オリンピアの競技場の発堀が完了し

た。          1
この古代オリンピツクに深し:蘭 :ふを各:

せオリンピツクの復興に努:力 したのが有

名なピユール=ドエクーペ/1/2タ ン男爵 (

フラシス人ヽ教育家、 11863年■.I′

37年)であつた。彼は、はじめ名門出

の青年がたどる軍人コースにはいつたが

ドインを憎悪するだけb祖国ブラシスの

愛国|い年反感ないだき、数育者になつて
新しい平和のために役立つ、人づくりを
しようと決心した。
たまたま古代ギリシヤで行われていた

ォリンピツクが学界の注目を浴びている

ことを知つた。

またヽレニズムがギリンヤ文化の所産

ばかりでなく、健全な精神とともにオリ

ジごッタによる内体め健康にようてt:世

界の青年が、平和の輸で結ばれる青春の

花園となることを信tゞ 方難を排してこ

の目的をやりとげようとしたら

この時の決議によつてヽ 1896年に第
1由大会を幸

'ジ

キのアチネで開催しヽ
それ以来回をふされ、きたる1964年
のく今年あ10月 開催)東京大会

'ま

第ヽ
18回にあたる。  .   1
そこでまず、次号においても近代オリ

シピッタの理想につし`てふれたいと思い

ます。          .  1｀
(支部省発行、1芽 ラン|ピ ッ″読本より)

(J O C63-1=035o l

.古代オリンピツタ大会が、■ニマ皇帝

デォドシゥスニ世 (在位AD、 379年
～ 39,年)によつて、その開催を禁止

されてから、聖地オリンピアは、破壊さ

れたり、天災を受けたりして、時代とと

もに オリンピツクは忘れ 去られ ていう

た。

1723年、神父デニモンフオヨ (7
ランス人、古物商)がオリン`ピアに関心

をもうたが、発堀にういて最初に計画を

立てたのは、ウインケルマシ (イ ンド人

古美術史家)である。しかし彼は、計画

を実現する前に死亡した。

その後を1継いだのは、エルンスト=ク
ルチウス (ドイツ人、グツチングン本学
教授、 1314年 ～ 1896年 )であつ

た。かれは 1875年から1881年の

彼の理

想が実現

したのは

1894
年 6月 2

3日 のパ

リ会議で  ‐

あつた。

一ぜ

一ヽ一́
´

③ 人ヽの性格は茅L幼児期につくられるヽ

ギ

テイシシ■タイン博士は幼児時、決し

て神童ではなかつた。       =
小学機に進む噴迄しうかり■もきけず、

子供達の伸FElに も
｀
入らず、先生から「退

屈坊主」と仇名をつけられた。しかもク

ラスで唯一人のユダヤ人であつた。然し

′後世、世紀の大物理学者となつた。

「昆虫記Jで有名なアンッーフアープ

ルは、小学生の頃ABCも覚えられなぃ

程出来の悪い子であつた。A,Cの頭文

字で動物を書いた絵本を父に買うて貰つ

たら1動物好きめ彼は熱中して、文章が

読めるようになつた。

野口英世は3才の時左手に大やけどをし
‐て「チンポの清作Jとからかわれるのが
つらく'て、よく学校をきぼつた。家庭は
:貧しい農家であり父は飲んだくれであつ

た。然し賢い母に励まされたのと〕̀其ρ

才能を見出した高等小学校の教師の厚意

がなかつたら、人生に反逆する人間とし

て一生を終つたかも知れない
=■

‐ ■
三人の人物には相当に素質もあつた.●

Iな家課難七轟霧婁こL繁
ない:育児と力

=技
術ではない。目先きめ

青鬼知識|に提われて、育児の本質を忘れ

てはならなt.ヽ :赤ちやんには赤ちやんの

個性力`ある事を認めてはしいものであ

る。
幼児、少年ヽ青年更に而りである。

英国の有名な心理学者40S,テイル

は 、

「問題の子供などというものはない。あ

るものは問題の親だけだJ

「学習は強いものではなく、学ぼうとす

る意志に待つものだ」

「 人あ性格ほ乳幼鬼期にらくられる.も の

ま二J

と言つて居る。       . :
親として設に味うべき言葉であ|も |■‐

心理学の話を聞いて、「子供だけで遊

ばせろ」iと いう話を聞いた。又別の講師

は F母親も子供の中へ入りこあJと言つ

た。・:―・    ‐‐       ‐11

´
これで母親は迷つてしまつた。 .

2ヵ月の児には

'力

月の毎乳あ質
｀

ラカ月の児には 5ヵ月の母予Lの質でな

:く てはならない。         ・

心理学の迷信に促われないで、その根本

を先ず知るべきである。  ― ・

魂け
゛
ま してお めて と:う ござい ます

Ⅲll鷲霧量匿獣曇貫真
浜松第12団年少隊長

栄

浜松地区属1協議.会長
・

浜松第1団育成会冨1会長

浜松地区副1委

浜松第 4‐ 団育

浜松第 4団 々

内 ■田t道

員長

成会長

委員長

時
・

純

一
十

士
ロ宮

‐
沢

'広‐=士
沢 丁
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12月 12日 野外活動指導:内日嘉、宮沢

 ヽ 市営プデル

20日 i地区委員会反省忘年会  ,
法林寺

21日 三土会反省忘年会
‐遠鉄健保会館

″  県
=ミ

会議 静岡事務局

内鶴嘉、:牧野     ―

23日 県連盟常任理事会

(  静岡・静鉄会館 内田六

29日 スキニ交歓打合せ 法林寺
30日 浜名6団高須宅火災見舞

■ ‐■ 1鈴木1買、武田‐・

・ ,1舞 ‐浜松1団鈴木B,隊員宅水災
li1 11見 舞 牧野、渡辺

"毎

t月‐争澤:不 キT出発 (富山県スキー

交歓 9005下 り)1   1
:|:受 員 r拳す

「
帰:■

:

(ネL状来るζ
■熊村::昌 ■郎天竜市長より

天竜市政 5周年記念祝典協賛行事とし

て実施されたバンードに当浜松地区BS
G S 150名 余が天竜市内目抜通りをバン

=ド致し市民にスカウト|の意気を示して

大へん嬉ばれ、特に天竜市長より町重な

礼状が届きました。

ん天竜 1団 よ り～
‐待望の結成式が昨年10月 20日天竜市民

会館に於て、県連、森田、内田両先年を

始め浜松、磐日、周智より多数の友隊、

来賓父見及び育成会員を―迎え盛大裡に挙

行された。

当湾Iの :1感 激は一しお、終生より良いス

カウ:卜 iと して、励みあい、一日もテくこ

の若鳥が1先輩スカウトと二緒に、■人
ではばたける様に努力したいと……。

二浜松13団 より～     。_………………………………………………

今日の自 (12.1)を迎えたことは多く

の人の援助の賜であり、この恩は必|ず次

め人達に受けつがれる様全力を尽す覚悟

である。I。 …と。           
‐

丁「天竜の若鳥、浜松駅南

`1味

いた一梓の

麦、お互いにベストをつくそう一。

: 細江 ラ イオ ンズ C・よ リ

金 一封贈 られ る

去る12月 8百 (細江ライオシズクラ
ブ、チヤニターナイトにBS浜松■ 1団

25名、浜松 13団若干名少年隊が、1受

付に案内に種 奉々仕、チヤTタ ーナイト

が盛功理に終幕する様努力致しましたの

で礼状と金‐封ぶ贈られてきましたので

地区財政基金としていただきました。
紙上をおかりしてお知らせ致します。

‐
～

■ネスコだより～‐ ‐ |

過日フランス、サンモール市のルブル

ニニル夫妻 (実業家)が来浜されヽユネ

ネ平協会役員と親しく歓談され、その時
の話しに是非仲良くしたいと云 うことで ,

す。スカウト_の なかで文通等してみたい

と云う方は隊長を通じて事務長までお問

合せ下さい。 (フ ランスの少年 (ス カウ

ト)と文通するのも良い勉強です)

～ユネスコより～

:、 ユ ネ ス コ全 国 ,大会 奉 仕 に

依 頼 さ る

ユネスコ谷口健康会長より本年6月 6

日～ 8■年開催゛れる浜松大会に、受付
■接待 ,案内等してぃた:だ きたいと依頼
を受けました。浜松準備委員会 長々とし

て地区委員長内田六郎先生がなられてお

る関係で具体的要項がまとまり次第御依

頼申し上げますからよろしくお願いいた

します。

尚、 6月 2日 ～7日 まで松菱 5階 (予

定)にて世界の国旗展 (実物大)が開催
されます。

【写真説明】
ヽ天竜市制5周年協賛パレード風景ヽ

下はGS鼓隊行進∵ ドン、 ドン、 ドド
ン………と音が聞えてきます。

へ 御 苦 労 様 で す～

´
、しわすの町を僕らで守ろう…|・

0ヽ と
`浜

松第6団 BS_隊山田隊長他 22名東田

町近辺夜警を始め寒風にもめげぬ奉仕に

町民から大いによろこばれ、昨年暮中部

日本新聞紙上にて、その奉仕ぶりが掲載

された。
また天竜 1団 BS隊は、正しい歩行の

奉仕に警察に協力。浜名 1団 BS隊は、

めく
゛
まれぬ子等の施設を訪門、もちつき

などして、親のない手等、智能のすぐれ

ぬ子等にも大変嬉ばれました。

～
クリスマス行事～  :

浜松9団 BS隊ヽ浜松7団、浜松4団 (

アダムスポーツ店内)浜松12団 (住吉幼

鯛雲f昌解驚1   藷
にて視会を催す。

‐ ■‐■‐
■1 1

～ 中央 だ よ りん

11月 10日、月例の中央り‐ダー会
を東田町の公会堂で催す。
△防火について (各隊毎に人の用心を行

う).

△星座について (11月 20日 13時 よ

り児童会館にてプラネタリユーム見学
△ 1団のうごき |

国土美化 (町の清掃、人の用心、市内
のお寺の調査等する。

ハ 6団のうごき
6周年記念式を 11月 23日 東田町公

会堂にて 11名の入隊式を兼ね、なご

:やかなうちに、げんじゆくな式典を催

した。    r
△ 2団のうごき

浜名湖一周自転車ハイクを催した6

△ 11団のうごき         :
12月 ‐8日 細江ライオンズC、 チヤー

ターナイ トに奉仕  」

火災御 見舞 申 し上げます

浜名
:6団

委々員長‐轟須久雄様宅

浜松 1:団 BS隊員■鈴木雅素様宅
昨年暮、思わぬ火災に依り類焼、焼失致
しましたので謹しんで紙上御見舞申上げ

ます。.

地ヽ区委員会と致しまして、ささやか

でありますが御見舞申上げましたか。

=あ と が き=   ::
1964年、あけましておめでとうギ

ざいます。

今年こそは、今年こそはと申します通

:り こ今年は2度と再び繰返つて参りませ
バノ。

竜年、飛躍の年、オリンピツクの年
アジアに於いて始めて開催さみる東京大

会もあと(10カ 月、是非盛功に導こ
・
う。

益々スカウテイングに精進し、おたが

いにベストをつくそう。
スカウド浜松を今後ともよろしく御指導

御後援下さL(ま す様御願い中上げます。

(編集子‐同)弥 栄
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